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正 J常型抗体の性状
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別編において各種動物を各型人唾液と各型人血球で免疫する時に生ずる型抗体の佐状の差異
についての実験を行ってその成績を述べたn
こ Lではいくつかの動物がその血清中にもっている正常型抗体について同様の見地から検ベ
た成績を挙げたし、。人の血清に見られる抗A乃至抗  B凝集素に  AS型乃至  BS型人唾液で吸収
するとき完全に吸収されるものと，一部分のこるものとがあることは既に知られているところ
で、特に松永はこの区別は生来具わった遺伝型質に基くものであるとして抗A凝集素  αについ
てこのことを証明し，遺伝型式についても論じてしる。
実験材料並に実験方法
人血球並に人唾液:常用の法による。
動物血清:動物より採血，血清を分離し 560Cに
30分間加熱非働牲とし， 5%石炭酸加生理的食塩水
を 1/10:量の割合に混和して氷室内に保存し適時にこ
れを使用した。
人血球穎脂体:洗僻した血球泥に約 10倍量の 96
%酒精を加え 370C瞬卵器内に時々振還しながら 2
週間放置し，遠心して得た上清を水飴様になる1迄濃
縮し更にこれに 96%酒精を加えて同様の操作を 3 
回線返し得た水飴様のものを一定量の生理的食塩水
に浮活字せしめたものを用いた。
人血球基質蛋白:別府に従い即ち生理的食塩水で、
よく洗糠した血球泥 50gを 5倍量のエーテルの中
へ少量宛滴下し強く振還した後数分間放置し上層の
エーテルを棄て， 10倍量の蒸溜水を加えて静かに混
和し一昼夜氷室内に放置しその沈降物を蒸溜水で充
分洗練すると灰白色の血球基質を得る。この基質を 
0.1%苛性曹達 20ccに溶解し，遠心して不溶部分
を除き N/10塩酸で中和した後，同量の飽和硫酸安門
溶液を加えると著明な褐色沈殿を生ずる。積紙で漉
過してこの沈澱を集め， 50 ccの蒸溜水中に浮離せ
しめ，セロファンに入れて流水中で、 2昼夜透析した 
後，遠心して得た沈搬を更に数回蒸溜水で洗糠し，
これを 20ccの生理的食塩水に浮、活字せしめて 370C
瞬卵器内に時々振還しながら 1昼夜入れておくと a
この沈澱は可なり溶解する。不溶解部分をも含むこ
の液全体を人血球基質蛋白の原液として実験に供し
た。 
人唾液炭水化物様物質:Witebsky原法による藤
岡の方法による。 1)分泌型唾液の一定量に 3倍量
の純酒精を加えて 1昼夜氷室に静置する。 2)遠心
して沈澱物を蒸溜水に溶解せしめ，遠心して不溶解
部分を除く。 3)この上清に再び 3倍容量の純酒精
を加えて 1昼夜氷室に置く。 めか  Lる撮作を向 2
~3 回繰返す。 5) かくして得た沈澱物を蒸溜水に
溶かし，遠心した上清につき三塩化酷酸による除蛋
白を行う。 6)更にこの上清に 3倍容量の純酒精を
加えて得た沈澱物を蒸溜水に溶かし，セロブアシ紙
による透析を 48時間流水中で、行う。 7)最後に 10
倍量のアセトンと少量の食塩を加えて多糖類を、沈澱
せしめる。 めかくして得た沈澱物を乾燥させると
白色吸湿性の粉末が得られる。諸種蛋白反応陰性，
Molisch氏反応陽性なるを確かめたくK.Hとす〉。 
吸収:唾液で吸収するには抗原唾液と抗血清の適
当量を混じ瞬卵器に 60分，氷室に 60分置き，遠心
して上清を用いた。
凝集反応抑制試験:液状抗原の倍数稀釈列 (0.2
cc)に凝集素血清 (0.2cc)を加え， 370C ~こ 60 分，
氷室に 60分置き， 2%の抗原血球浮溶液を 1滴づ  L
加え， 370C ~こ 2 時間おいて擬集反応の抑制される
模様を見た。
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実験成績 とも全く吸収されるもののみであったの抑制試験で
1'"家兎の正常型i獄集素 はその間に抑制の難易はある(表 3--4)。
A'一型はその血清中に殆ど常に抗A競集素を含ん
でし、る。その数例について AS型人唾液による吸収
表 3 正常犬血清の AS及 ASK.Hに
を行ってみると，全例においてよく吸収された。 よる凝集反応抑制試験
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番
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AS型人唾液よりつくった茨水化物で‘も同様よく吸
収されたの抑制試験で見るとその間難易はある(表 
1---2)。
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E 緬羊の正常型擬集素 
A'ー 型j細羊の血清の抗A凝集素は AS型人唾液で
全例よく吸収された。抑制試験で見るとその間難易
はある(表 5---6)。
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表 2
表 5 正常緬羊血清の ASとASK.H家|凝美一友君~--I-吸取t ~耳 
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3例の A'-型並に 1例の A'+型の血清の抗A凝
集素に対して唾液による吸収を試みたところ.各例
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表 6
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IV 豚の正常型顕集素
豚血清の抗A凝集素は 2例ではあるが唾液でよく
吸収された。その間難易は見られた(表 7~8)。 
表 7 正常豚血清の ASとASK.Hに

よる凝集反応抑制試験
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表 8 正常豚血清の凝集反応と AS型
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表 10 正常鶏血清の OS型人唾液に

よる凝集反応抑制試験
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世ftL-If1廿千十ム- よる吸収試験
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V 鶏の正常競集素 一守
鶏番号一ふ
N
6例の鶏の血清の有する抗O凝集素について OS
型人唾液を用い吸収試験と抑制]試験を行ったがよく
抑制され，完全に吸収をうけるもののみであった
(表 9~11)。 
表 9
鶏血清稀釈倍数 
2 4 8 16 32 64 128 
十件 骨 +-1-
inL
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H 3 
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H 6 
v1 鰻血清の頭集素
鰻血清がよく血球を擬集し，その中に特にO型人
血球を強く競集するものの多く見られることは夙く
B 
O 
No.1 
No.2 
+ 
+ + 品  
型人血球に特に強O宮崎の発見せるところで，この 
-1-+十 子1t十
時 冊 ftL -L く作用するものもO型人血球に特異な抗原に対応す
十+ 」司 るものではないが，他の型の血球に比しO型人血球
1fム +-1- に特に多量に含まれている抗原に対応するものであ
廿十 
μ
廿+ ることが明かにされ，このものの研究によって所謂 
葉 p'4 会 雑第 1号 千 てf-
E式血夜型が生れた。同様の性状の抗体の存在は外
医 誌
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国では夙く	 Schi旺&Sasaki (1932)が牛血清につ
いて観察してし、る。この著明な鰻血清3の抗 O~}集素 43 
についてこれが如何なる性状の抗原に対するもので
OAA EEe 1+十世世十1+1+十世ftL*~++-I--­
No. ~+++++ム一一一一一一一
あるかについての検索はー，二断片的なものはある
が向詳しい研究を要するようにJ思われる。そこで余
は下に述べるような研究を試みたのである。 
¥"iこれに関する文献を見ると山崎(1933)は鰻
血清のO型特異護詩集素は煮沸O型人球では殆ど吸収
し得ず，即ち蛋白瞥好性のも，のと認むべき成績を得
たと称L，古畑は人血球のE式血液型の判定に与る
ものは 01の部分であり，化学的分屑においては蛋
白質分屑 Opであると見倣されるものであると述べ，
秋光(1942)は鰻血清の正常抗01抗体はO型人血
球の類脂体ではその作用を全く抑制されないが茨水
化物劃分で少し抑制され， 0型或はABE型の人血
球の残潰(類脂体や炭水化物の分劃部分を除去した
のこり〉ではよく吸収されるとし、う成績を挙げてい
る。
実験成績:
多数の鰻血清について先人の挙げたような成績を
得てこれを確かめた後，唾夜乃至その茨水化物様物
質による吸収を試みたところ，この抗体ははじめは
OAA EEe 
廿ト1t十冊十任-JtL十十-1+十.r..++ム一一一
No. 
44 	 千+++++ム一一一一一一-
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OAA EEe 
冊世帯冊子骨11-11-++ム一一一
No. 
45 	 骨十J..++++++ム一一一一一
+一一一一一一ー一一一一一一 
OAA EEe 
1t十世情1t十冊子骨子十1..+十ム一一
No. 
冊子廿廿十J..+ム士一一一一一一47 
千十fL廿fL++-I...ー に一一一一一一 
これらに対して os型人唾夜の原液並に濃縮唾夜
を用いて吸収を行うに，原夜唾液で、は等量を加える
時弱い吸収が見られるに過ぎないが， 2倍， 5倍， 10 
倍と濃縮の度が進むに従し、総ての例で漸次吸収が進
み， No. 41，No. 42，No. 47の如く吸収され方が比
較的著明でないものもあるが， No. 44，No. 45の知
く10倍に濃縮したものでは殆ど吸収し去られるも
のもある(表 2)。総じて吸収の難易は類集素価の高
低に比例するようである。
吸収、し難いような成績を示したが唾液量を増し，ま 表 
正常鰻血清の OS型人唾液(濃縮〉
た濃縮唾液を用い，非特異性の影響を見る対照唾夜
に依る吸収試験
として Os型唾夜を用いつ L各種の実験を行し、，遂
にこれは唾液で吸収し得る抗体であることを確かめ
ることが出来た。
表 1に示す 6例の鰻血、請で 5例はそのま LでE式
血液型の判定に用い得る所謂第E型に属するもので
あるが，のこりの I例 NO.47はそのまふではこれ
に用い得ない所謂第 I型に属せしむべきものであ
る。
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H 小J l.lJ OOO.-t σコ
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この吸収効果が加えた人唾液の非特異的の影響に
原|十!十世1t十十時十tL骨子++ム一一一一 
よるものでな、いことは os人唾液の代りに 08型人
21**十ト**骨子+ム一一一一一 
44 511L1L+++++-1-一一一一一- 唾液を用いて行った同様の実験の成績から明かであ
10I1L.+ム一一一一一一一一一一一 る(表向1)(2))。
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次に鰻血清の原液にその 4f音量， 8倍量， 16倍量
のOS型人唾液を加えて吸収を行って見るとこれで
は各例ともその抗O凝集素がよく吸収されることを
明かにすることが出来た(表 3)。
表 3 正常鰻血清の OS型人唾液(4f音
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唾 鰻血清稀釈{吉数
液
号
tFO σN 申 F 』 H Cp コ 3コtσCOD4FNσα4寸Dq4寸∞4司o寸ひtUO3 FNU43ひ 34∞ひtOコ4∞申 鰻血清番 倍
量 
44 十*-1十***1L-1ム++4-.一 
。(恩田)
41 8 +++++ム一一一一一 
16 一一一一一一一一一一 
4 fl-1Lfl-1L+十ム一一一一一 
42 8 +++ム一一一一一一一 
16 一一一一一一一一一一 
4 1L1L-P-1L+++ム一一一一 
8'143 ++++ムヰ一一一一一 
16 一一一一一一一一一一 
44 8 一一一一一一一一一一一 
16 一一一一一一一一一一 
帽司-S・-・司・喝E-・-・岨『 ・ー-喝 開冒胆・ー ・・'守司 ・ー・咽司 -司四国司 -・『 ・・回同 ・四-ー4 
45 8 一一一一一一一一一一一 
冒圃圃峨 匝・・園町 ・圃司開園圃・ ・司・『胆噌 r・回噌聞F・・・・ ・・・・..圃掴・F司・・ー・‘ ・・・-司16 
4 t十**骨骨子+4-.一一一一 
47 8 +ム一一一一一一一一一 
16 一一一一一一一一一一
表 4のω 正常鰻血清の Os型人!唾液に依る
凝集反応抑制試験
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表 5は鰻血清の倍数稀釈液に夫々等量ρOS型人
唾液原液を加えた場合の成績で、これでもよく吸収さ
れるものであることがわかる。
表 6は OS型人唾液からつくった炭水化物様劃分 
(5倍濃縮)を用いて行った同じような実験の成績を
示すもので，これによってもよく吸収される。
表 7ωωには OS型唾液原液，同濃縮液，同茨水
化物劃分による凝集反応抑制試験の成績を示す。
猶O型人血球より類脂体をつくって吸収試験並に
抑制試験を行ったがその効果が見られなかった。こ
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表 5 正常鰻血清稀釈列え OS原液を 表 6 正常鰻血清稀釈列え OSK.H 
加えた灘集反応抑制試験 を加へ凝集反応抑制試験
作人 鰻番 鰻血清稀釈倍数
血 血
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No.42 tp- 骨 + .L 一 一 一 
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No.44 11 + 」ー 一 一 一 一
 
No.45 11 + 一 一 一 一
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表 7の(1) 正常鰻血清の OS型人唾液による凝集反応抑制試験
αN
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表 7のω 正常鰻血清の OSK.H (濃縮 表 8のω 正常鰻血清の人 O血球基質蛋3
10倍〉による顕集抑制試験 白に依る吸収試験
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表 8のω 正常鰻血清の人O血球基質蛋 表 8の(3) 鰻血清稀釈列え人O血球基質蛋
白による凝集抑制試験 白を加へ抑制試験
作人 鰻番 鰻血清稀釈倍数
血 血
用球 清号 2 4 8 16 32 64 128 
No.41 十時骨骨 11 + .L 一 
OE No.44 +十+ー 一 一 一 一 
No.47 時十十 t十 + .L 一
廿
甘 口 廿  
廿廿廿
鰻血清稀釈倍数 対
H
H
H
-1十**十ト11|一一ーム+-， 
H
伐コ 吋・ α) 0:0 小3 0:0 ひ司 司4寸ぜひ』 ばコ Fベ σ? rl N 
0 
0:0 小』
rl 照ひJ IJ";) 
-tL*十ト 4十卦#No.41 - - .L+ 
No.421一一ーム+11 -1十件朴#
OE I-'-
No.441一一一--l-十千骨骨# 
No.451一一一ーム +11廿廿# 
No.471 .L+千骨骨+十十十 t十 
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れは秋光の成績をよく一致するものであるが，人血
球の型物質は主として類脂体より成ると云う今迄の
諸家の成績と相容れないように思われ，類脂体の作
り方，これを用いて行う実験方法にも若干の考慮、が
要ると思うので，この点は更に研究を要すると思 
う(表略〉。
猶秋光-は鰻血清の抗0撰集素はO型人血球から類
脂体や茨水化物の分劃部分を除去した人血球の残澄
でよく吸収され，古畑はこれらのことからこの抗体
は蛋白分屑の部分に対するものであると考えている
ようなので，余はO型人血球から別府氏の法により
10倍濃縮蛋自分劃をつくり，吸収試験と抑制試験を
行ったところ，つよくはないが明かに吸収抑制を示
すようである(表8ω ωー〉。
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